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中
之
条
町
立
沢
田
小
学
校
は
、
平
成
27

年
3
月
を
も
っ
て
閉
校
し
ま
す
。

　
現
沢
田
小
学
校
は
、
平
成
17
年
に
第
二

小
学
校
と
第
三
小
学
校
が
統
合
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
開
校
し
て
わ
ず
か
10
年
で
す

が
、
歴
史
を
遡
る
こ
と
1
4
2
年
、
明
治

5
年
に
四
万
小
学
校
、
翌
年
に
沢
渡
学
校

が
創
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
16
年
に
国

民
学
校
と
改
称
し
て
か
ら
だ
け
で
も
、
卒

業
生
は
7
2
4
7
名
を
数
え
ま
す
。

　
沢
田
小
学
校
の
敷
地
に
は
、
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
「
い
な
り
山
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
山
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が
つ
く
ら
れ
る

ほ
ど
元
気
の
よ
い
沢
田
っ
子
。
体
力
つ
く

り
実
践
推
進
校
と
な
る
に
相
応
し
い
環
境

で
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
和
太
鼓
演
奏
の
習
得
、
中

之
条
高
校
と
の
交
流
に
よ
る
リ
ン
ゴ
の
摘

果
・
収
穫
や
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
の
ほ

か
、
地
元
天
蚕
農
家
で
の
貴
重
な
山
付
け

体
験
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
の
新
生
「
中
之
条
小
学
校
」

で
も
、
多
く
の
体
験
で
培
わ
れ
た
力
を
存

分
に
発
揮
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

冒険、観察、遊び場として、子どもたちに愛された沢田小のシンボル「いなり山」の四季

いなり山から撮影した全校児童151名と先生、職員の集合写真（平成26年10月31日撮影）

沢
田
小
学
校
閉
校

1
4
2
年
間
、
あ
り
が
と
う

春春

夏夏

秋秋

冬冬
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沢田小学校閉校　142年間、ありがとう

平成17年3月、町立第三小学校（四万温泉）最後の全校写真。

平成26年航空写真。
「ありがとう 沢田小 2014」の人文字。

学校お助け隊によって習得した和太鼓。町の
行事などでも力強い演奏を披露しました。

平成25年から始まった中之条高校との交
流活動での田植え。

いなり山の前に構える木造2階建の第二小学校本校校舎。

6
19
32
33
42
43

10
16
22
27
30
41
48
61
元
2
3
4
5
17

明治

昭和

平成

5か村（現大字）を連合し、宗本寺に沢渡学校創立
山田･折田･上沢渡･下沢渡･四万･四万北に尋常小学校を置く
沢田尋常小学校を宗本寺に創立
沢田高等小学校を現在地に新築
沢田尋常小学校と沢田高等小学校が合併し、沢田尋常高等小学校と改称
沢田第一、第二、第三、第四尋常小学校と沢田高等小学校が合併し、沢田
尋常高等小学校、第一、第二、第三、第四分教場並びに大岩分教場と改称
（大岩・第四分教場は全学年、ほかは尋常科四年以下とする）
沢田尋常高等小学校新
沢田村国民学校と改称
学制改革により沢田村立沢田小学校となる
第四分校が独立し、四万小学校となり、第五分校は第四分校と改称
町村合併により、沢田村立沢田小学校は中之条町立沢田小学校と改称
校名変更（町立沢田小学校を町立第二小学校と改称）
学校創立100年を迎える（記念式典挙行、記念岩石園造成）
第二分校閉校（記念式典挙行、記念碑建立、記念誌発行）
第四分校閉校（記念式典挙行、記念碑建立、記念誌発行）
第三分校閉校（記念式典挙行、記念碑建立、記念誌発行）
第一分校閉校（記念式典挙行、記念碑建立、記念誌発行）
新校舎、プール、屋内運動場竣工
校庭整備完了
町立第二小学校収め式挙行

第二小学校の沿革
5
12
14
19
20
23
26
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41
43
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22
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27
41
46
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52
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明治

大正
昭和

平成

学制頒布により、駒岩（諏訪神社）に四万小学校創立
新湯に四万小学校支校を置く
学区改正により四万温泉小学校となる
学区改正により北尋常小学校となる
校名変更により四万尋常小学校となる
沢田村学区となり、山口簡易小学校となる
沢田第四尋常小学校となる
校舎を大字四万3954に新築
群馬師範学校代用付属小学校となる
沢田尋常小学校第四教場となる
校舎増築
校舎新築
沢田村国民学校第四分教場となる
学制改革により沢田小学校第四分教場沢田中学校第四分校となる
中学校校舎・講堂落成、独立して沢田村立四万小中学校となる
町村合併により、中之条町立四万小中学校となる
校名変更により町立第三小学校ならびに第三中学校となる
体育館新設
校歌、校旗ができる
名目統合により校名変更。西中学校四万教場となる
西中学校の実質統合により単独の小学校となる
閉校記念式典挙行、記念誌発行

第三小学校の沿革

17

24
25
26

27

平成 第二小学校と第三小学校が統合し、町立沢田小学校となる
校歌、校旗披露式典を行う
校庭全面改修工事・体育館外壁塗装工事完了
中之条高校との交流活動開始
大雪のため4日間臨時休校
群馬テレビ「みんなの時間」収録・放送
閉校記念式典挙行、記念誌発行

沢田小学校の沿革



4なかのじょう H２7.3 No.６35

名久田小学校閉校　141年間、ありがとう

　
中
之
条
町
立
名
久
田
小
学
校
は
、
平
成

27
年
3
月
を
も
っ
て
閉
校
し
ま
す
。

　
学
制
頒
布
に
よ
っ
て
、
名
久
田
地
区
に

小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
の
が
、
明
治
6

年
。
1
4
1
年
間
に
5
8
0
0
名
を
超
え

る
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
名
久
田
小
学
校
は
、
道
徳
教
育
研
究
や

勤
労
生
産
学
習
研
究
の
推
進
校
、
社
会
福

祉
協
力
校
、
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
推

進
事
業
や
食
農
教
育
の
モ
デ
ル
校
に
指
定

さ
れ
る
な
ど
、
先
駆
け
と
な
る
取
り
組
み

を
数
多
く
実
践
し
、
評
価
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
農
作
物

を
収
穫
し
て
加
工
す
る
と
い
う
「
農
業
」

へ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
の
マ
イ
軍
手
と

マ
イ
長
靴
が
常
備
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

触
れ
合
い
な
が
ら
た
く
ま
し
く
育
ま
れ
た

名
久
田
っ
子
。
4
月
か
ら
は
、
新
生
「
中

之
条
小
学
校
」
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。
大
き
な
学
び
舎
で
も
、
色
々
な

こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

名
久
田
小
学
校
閉
校

1
4
1
年
間
、
あ
り
が
と
う

全校児童76名の手形で作っ
た閉校記念壁画

あんどんの灯りに心を込め
て「ありがとう　なくた小」

名久田尋常小学校となった
明治23年の木造1階建校舎

名久田小での最後の1ヶ月
を過ごす全校児童（上：閉
校記念壁画前で）と先生
（左：4月7日撮影）。児童
の写真は、閉校記念品の下
敷きにもなった写真です。
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名久田小学校閉校　141年間、ありがとう

休校を強いられるほどの豪雪
に見舞われた昨年2月の校庭。

昨年6月。マイ軍手を使って、慣れた手つきで
さつまいも植え。

昨年12月。お正月を目前に控え、餅つき活動
が行われました。

名久田村立国民学校となった昭和16年度の卒業写真。

昭和24年に始まった給食。現在のようにランチルー
ムではなく教室での食事風景。

昭和55年航空写真。木造2階建の校舎と町立第五小学
校を示す「五小」の人文字。
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明治

昭和

平成

第118番中学区113番公立平小学校創立（善徳院）
第118番中学区112番公立横尾小学校創立（無量寺）
第114番大塚小学校創立（宋学寺） 
一村一学区名久田尋常小学校となる（横尾分校、栃窪簡易学校）
新校舎新築落成
横尾分校を廃し一部を中之条に委託 
校舎新築落成 
実業補習学校付設 
栃窪尋常小学校合併分教場となる 
名久田村立名久田国民学校となる 
名久田村立名久田小学校となる 
学校給食開始 
校舎新築落成 
町村合併により中之条町立名久田小学校となる
栃窪分校校舎新築落成 
町立第五小学校と改称 
創立100年をむかえる 
第一分校（栃窪）廃校、本校に統合、
スクールバス運行 、学校プール完成 
体育館落成 
新校舎竣工 　 
校庭改修完了 
気象観測百葉箱等設置 
「ポプラ学級」新設（～18年度） 
町立名久田小学校と校名変更する 
新しい「校章」を制定する 
体育館耐震工事
名久田小フェスタ開催
名久田小フェスタ平日開催   
記録的豪雪のため4日間の臨時休校
中之条小、沢田小との3校交流学習実施
閉校イベント「ありがとうの行燈をともそう」開催
名久田小フェスタ・ファイナル開催
ランチルーム「閉校記念壁画」完成
閉校記念式典・記念事業（記念誌・記念品・記念碑作成）

名久田小学校の沿革
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SPATRAIL　
Shim

a　
to　

Kusatsu

　昨年に引き続き、第２回スパトレイル〔四万to草津〕2015を開催します。
　今回は、第１回大会の反省を踏まえ、フルコースの距離を約10ｋｍ短縮して競技終了時間を２時間早めるな
ど、選手の安全な走行とスタッフの負担軽減を図ります。また、より多くのランナーに参加してもらえるよ
う、野反湖をスタートするハーフコースを新設しました。「町民枠」を用意しましたので、町民の皆さんもふる
ってご参加ください。
　町民の皆さんと共に素晴らしい大会にしていきたいと考えていますので、ご支援とご協力をお願いします。

72.7km　
1,000名　・　18,000円　
あり（2013.12.1～2015.1.31の
間に30㎞以上のトレイルラン大会
を一回以上完走したことがある方）　
中之条町総合体育館　
5時　四万温泉　
草津国際スキー場天狗山

38.1㎞ 　
500名　・　10,000円　
なし

　
草津国際スキー場天狗山　
10時　野反湖　
草津国際スキー場天狗山

STSK72K
スパトレイル〔四万to草津〕

KTK38K
六合to草津

■ 第２回大会概要

■ 申込方法　　　　　＊スポーツエントリーへ申し込みください。

■ 問い合わせ
　スパトレイル〔四万to草津〕実行委員会事務局（役場企画政策課内）
　☎75・8837（直通）

■ 臨時職員募集
募集人員
　＊事務　　　1名（応募資格　基本的なパソコン操作ができる人）
　＊コース整備3名（応募資格　草刈機の操作ができる人）
雇用期間　4月1日（水）～7月31日（金）
勤務条件　8時30分～17時15分（週休2日）
業務内容　第2回大会の事務作業、コース整備等
賃　　金　日給5,968円
申込方法　役場総務課に用意してある応募用履歴書に必要事項を記

入し、3月20日（金）までに申し込みください。

■ ボランティアスタッフ募集
　実行委員会では、選手受付や装備品検
査など、大会運営に協力いただけるボラ
ンティアスタッフを募集します。
　詳しくは、大会ホームページをご覧く
ださい。

■ 大会ホームページ
http://www.spatrail.shima-kusatsu.jp/

　昨年に引き続き、第２回スパトレイル〔四万to草津〕2015
　今回は、第１回大会の反省を踏まえ、フルコースの距離を約10ｋｍ短縮して競技終了時間を２時間早めるな

6月28日（日）開催 ！！

　町民の皆さんと共に素晴らしい大会にしていきたいと考えていますので、ご支援とご協力をお願いします。

500名　・　10,000円

新設

1,000名　・　18,000円
38.1㎞ 
500名　・　10,000円

スパトレイル〔四万to草津〕
KTK38K
六合to草津

10km
短縮

インターネット　
電　　　　話

http://www.suportsentry.ne.jp　　（申込期限　3月31日（火）17時）　
☎0570・550・846　　　　　　　　（申込期限　3月20日（金）17時30分）

種目・距離

　
参加定員・参加費　

参加資格
　
受付会場　
スタート（6/28）　
フィニッシュ（共通）

スパトレイル 検索
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須磨佳津江さん

①「花育」教室(親子寄せ植え)
②苔玉づくり教室
③絶滅危惧種山野草展示会、花暦・歴史パネル展示会

④そば打ち体験半額
⑤長英そばスタンプラリ－
⑥嵩山花登山
⑦嵩山まつり
⑧花手裏剣射的ゲーム
⑨白久保のお茶講体験
⑩花カラオケ大会

⑪ドライフラワーアレンジメント
⑫陶芸教室
　
⑬自然素材で作る「お面づくり」
⑭花楽の里花トレッキング
　
⑮寄せ植え教室
⑯アルプホルン＆ホルンコンサート

4月18日（土）･19日（日）
4月18日（土）～5月31日（日）
4月25日（土）
5月 5日（祝）　
5月17日（日）
5月24日（日）
5月30日（土）

4月18日（土）・25日（土）
4月19日（日）・26日（日）・
5月 3日（祝）・17日（日）
5月 4日（祝）・ 5日（祝）
5月24日（日）入門編
5月29日（金）上級編
5月30日（土）
5月30日（土）

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
福
田

花
の
駅
花
楽
の
里

道
の
駅
霊
山
た
け
や
ま

日　時　３月27日（金）13時30分～16時
会　場　花の駅美野原　花みどり館
入場料　無料
内　容　「ぐんま花のまちづくりコンクール」表彰式、受賞者の事例発表、パネルディスカッション
テーマ　『花と緑をもちいた地域づくり』

問い合わせ　　役場農林課　花と緑のぐんまづくり推進室　☎75・8844（直通）

プレイベント「シンポジウム」開催！プレイベント「シンポジウム」開催！

　元ＮＨＫアナウンサーの須
磨佳津江さんをコーディネー
ターに招き、パネルディスカ
ッションを行います。

5月 4日（祝）
5月10日（日）

4月18日（土）～5月31日（日）

サテサテライト会場イベント　申し込みは、3月23日（月）スタート！

こけ

たけやま

※詳細は、3月中旬に毎戸配布されるチラシをご覧ください。



中之条そば祭り

　雪まじりの1月31日、道の駅霊山たけやまで中之条そば健主催の「中之条そば祭
り」が開催されました。
　そば健メンバーによるそば販売をはじめ、女性名人のそば打ち実演や、かけそば
早食い大会なども開催され、肌寒いなかにもかかわらず、県内外から約800人にお
よぶ来場者で賑わいました。
　早食い大会で優勝した大堀智也さん（東京都）は、「ぐんまちゃん家でこのイベ
ントを知りました。優勝してびっくり。またゆっくりそばを味わいに中之条に来た
いです。」と感激の様子でした。

吾妻線は今年で70歳

　通勤、通学をする人、また、吾妻地域の豊かな自然や温泉地を
訪れる観光客などに親しまれている吾妻線が、今年で70周年を
迎えます。
　昨年、八ッ場ダム建設に伴って川原湯温泉駅が移転したり、中
之条駅、長野原草津口駅、万座・鹿沢口駅にＳｕｉｃａのサービ
スが一部開始されたりと、装いを新たにしています。さらに、新
たな車両が導入されるなど、より便利で魅力的になりました。

渋川・吾妻地域在来線活性化協議会
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ュースと だいニュースとわだい
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かけそば早食い大会そば打ち実演

大堀智也さん

特急草津651系

商工会
「プレミアム商品券」
当選番号を発表

★ 特賞  賞金10万円  1名  当選番号  262452
★ 1等  賞金 3万円  5名  当選番号  260974、260984、261454
　　　　　　　　　　　　　　　　　262218、262613
★2等　サービス会商品券1万円　30名
（当選番号は商品券取扱店または商工会に問い合わせるか、商工会ホームページをご覧ください。）
○賞金等の交換日時　3月2日（月）～13日（金）9時～17時
○交換場所　中之条町商工会（当選抽選券を持参してください）
問い合わせ　中之条町商工会　☎75・2200
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からのお知らせ

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
今
回
は
、
戦
国
時
代
の
真
田
氏
と
吾

妻
郡
が
テ
ー
マ
で
す
。
真
田
氏
が
吾
妻

郡
を
舞
台
に
大
名
と
し
て
成
長
し
て
い

く
様
子
を
、
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

「
加
沢
記
」
と
い
う
書
物
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
読
み
解
き
ま
す
。

　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、

大
坂
の
陣
で
活
躍
し
た
真
田
信
繁
（
幸

村
）
の
生
涯
が
描
か
れ
ま
す
。

日
　
時　
①
3
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
②
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

会
　
場　
博
物
館
研
修
室

講
　
師　
博
物
館
顧
問　
唐
澤
定
市

定
　
員　
先
着
30
名

申
込
方
法　
3
月
6
日
（
金
）
9
時
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
『
中
之
条
町
の
歳
時
記
』
が
平
成
26

年
3
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
之
条
地
区
、
沢
田
地
区
、
伊
参
地

区
、
名
久
田
地
区
、
六
合
地
区
の
各
地

区
に
つ
い
て
の
歴
史
、
風
土
、
習
俗
等

が
こ
の
1
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
（
全
2
4
5
ペ
ー
ジ
）

発
行
・
編
集　
町
教
育
委
員
会

価
　
格　
1
冊　
3
、
5
0
0
円

取
扱
所　
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」

◆
中
之
条
鳥
追
い
祭
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　
　
小
山
正
太
郎
様
（
中
之
条
町
）

◆
國
語
教
本　
全

　
　
　
　
角
田
幸
市
様
（
中
之
条
町
）

◆
印
鑑
（
吾
妻
銀
行
印
章
）
ほ
か
1
点

　
　
　
　
堀
口
恒
一
様
（
渋
川
市
）

◆
カ
ラ
カ
セ

　
　
　
　
寺
嶋
逸
雄
様
（
伊
勢
町
）

◆
軍
隊
手
帳

　
　
　
　
中
澤
礼
子
様
（
西
中
之
条
）

◆
削
り
花　
2
点

　
　
　
　
飯
塚
泰
甫
様
（
大　
　
塚
）

◆
下
駄
（
婚
礼
用
）

　
　
　
菅
原
由
美
子
様
（
岩
手
県
）

◆
生
徒
心
得
（
吾
妻
高
等
女
学
校
）

　
ほ
か
27
点

　
　
　
田
村
志
津
江
様
（
高
崎
市
）

◆
木
鉢
（
こ
ね
鉢
）

　
　
　
　
田
村
修
一
様
（
中
之
条
町
）

◆
雛
人
形
ほ
か
2
点

　
　
　
安
達
タ
マ
子
様
（
上
沢
渡
）

◆
裃
雛
ほ
か
2
2
9
点

　
　
　
　
神
保
忠
史
様
（
渋
川
市
）

　
た
く
さ
ん
の
寄
贈
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」

　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　4月21日に告示され、4月26日に投開票される町議会議員選挙立候補予定者説明会を行います。
立候補しようとする人、または他人を候補者に推薦しようとする人は、必ず出席してください。
日　時　3月25日（水）14時～
会　場　役場2階　第3会議室
問い合わせ
町選挙管理委員会（役場総務課内）　☎75・8807（直通）　担当　永井経行

町議会議員選挙　
立候補予定者の説明会　《3月25日（水）》

『
中
之
条
町
の
歳
時
記
』

好
評
販
売
中
で
す

「
ミ
ュ
ゼ
」へ
の

資
料
の
寄
贈

歴
史
講
座（
全
2
回
）を

開
催
し
ま
す
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からのお知らせ

固
定
資
産
税
に
関
す
る

　
評
価
替
え
・
縦
覧
等
の
お
知
ら
せ

縦
覧
等
の
対
象
は「
縦
覧
帳
簿
」「
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）」な
ど

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

　
平
成
27
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
の
年
で
す
。
評
価
替
え
は
、
資
産

価
値
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
3
年

ご
と
に
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
見
直

す
制
度
で
す
。

中
之
条
町
の
土
地
の
評
価
替
え

（
評
価
単
価
の
平
均
変
動
率
）

◆
宅
地
　
　
　
　
　
0
・
9
1
5
倍

◆
田
・
畑
・
山
林
　
1
・
0
0
0
倍

家
屋
の
評
価
替
え

　
前
回
か
ら
の
家
屋
の
建
築
費
指
数

は
、
建
築
物
価
の
動
向
を
受
け
、
若
干

上
昇
し
ま
し
た
。
家
屋
は
、
建
築
後
の

経
過
年
数
に
よ
る
減
額
割
合
が
３
年
分

に
な
る
た
め
、
評
価
額
は
総
体
的
に
減

少
し
ま
す
。

 

た
だ
し
、
評
価
替
え
の
結
果
、
前
年

度
の
価
格
を
超
え
る
も
の
は
、
前
年
度

の
価
格
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
の
価
格
等
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
や
建
物
の
面

積
や
評
価
額
が
、
一
筆
ご
と
・
一
棟
ご

と
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
番
や
面

積
な
ど
、
お
手
元
に
資
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
確
認
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
名
寄

帳
）
の
閲
覧

　
平
成
27
年
度
に
お
け
る
土
地
（
宅

地
）
の
評
価
額
は
、
平
成
26
年
1
月
1

日
以
降
の
地
価
下
落
傾
向
が
依
然
続
く

た
め
平
成
26
年
7
月
1
日
現
在
で
評
価

額
を
修
正
し
た
価
格
が
課
税
台
帳
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
中
に
土
地
を
取
得
、
譲
渡
し
た

人
、
地
目
変
更
や
分
筆
、
家
屋
の
新
増

築
、
取
り
壊
し
を
し
た
人
は
、
評
価
額

等
に
変
化
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
確
認
く
だ
さ
い
。

縦
覧
（
閲
覧
）
の
期
間
・
時
間

　
4
月
1
日
（
水
）
〜

　
6
月
1
日
（
月
）

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

場
　
所
　
役
場
　
税
務
課

　
　
　
　
六
合
支
所
　
六
合
振
興
課

縦
覧
（
閲
覧
）
で
き
る
人

　
納
税
者
本
人
、
納
税
者
の
同
意
ま
た

は
委
任
を
受
け
た
人
、
納
税
管
理
人

持
参
す
る
も
の

　
納
税
者
本
人
は
、
身
分
を
証
明
す
る

も
の
を
、
納
税
者
本
人
以
外
の
場
合

は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
の
ほ
か
委

任
状
、
ま
た
は
代
理
人
選
任
届
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
（
閲
覧
）
料
　
期
間
内
は
無
料

路
線
価
等
の
公
開

　
土
地
（
宅
地
）
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
度
の
評
価
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
路

線
価
（
標
準
地
価
格
）
等
を
4
月
1
日

（
水
）
か
ら
公
開
し
ま
す
。

時
　
間 

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

場
　
所
　
役
場
　
税
務
課

　
　
　
　
六
合
支
所
　
六
合
振
興
課

閲
覧
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課
　
資
産
税
土
地
係
・
資

産
税
家
屋
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）

　
　
　
担
当
　
倉
林
敏
明
・
宮
崎
　
靖

　町では、都会や他市町村から町内への移住・定住を推進し、地域
を活性化するために、空き家バンク制度を検討しています。
　空き家バンクとは、移住・定住を希望する人に空き家物件を貸
したり、売ったりするために、町がその情報を紹介する制度です。
　空き家物件を「貸したい」「売りたい」人は、下記まで連絡く
ださい。
問い合わせ　役場企画政策課　政策係　☎75・8802（直通）　担当　黒岩紀彦

■町内に空き家をお持ちの方にお知らせ
　空き家を「貸したい」「売りたい」人は情報をお寄せください
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からのお知らせ

自
動
車
登
録
手
続
き
は

　
　
　
3
月
中
に
お
忘
れ
な
く

手
続
き
は「
変
更
登
録
」「
移
転
登
録
」「
抹
消
登
録
」の
3
種
類

　
「
自
動
車
税
」
や
「
軽
自
動
車
税
」

は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
3
月
中
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

◆
住
所
・
氏
名
を
変
更
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
変
更
登
録
」

◆
自
動
車
を
売
買
・
譲
渡
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
移
転
登
録
」

◆
自
動
車
を
廃
車
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
抹
消
登
録
」

※
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
新
し
い

住
所
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
車
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
り
し
ま
す
。

※
登
録
手
続
き
を
自
動
車
販
売
会
社
な

ど
に
依
頼
し
て
い
る
場
合
に
も
、
手

続
き
が
済
ん
で
い
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
先

◆
普
通
自
動
車
や
軽
二
輪
車
（
1
2
5

Ｃ
Ｃ
超
2
5
0
Ｃ
Ｃ
以
下
）
、

2
5
0
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
バ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
群
馬
運
輸
支
局

◆
軽
自
動
車

　
　
　
　
　
　
↓
軽
自
動
車
検
査
協
会

◆
1
2
5
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
や
農

　
耕
作
業
用
車
な
ど
の
小
型
特
殊
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
役
場
税
務
課

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　
精
神
や
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
人
が

所
有
し
て
い
る
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
公

益
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
自
動
車
に

は
、
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈
障
害
者
減
免
〉

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
減
免
の
対
象
と
な
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
。

〈
公
益
減
免
〉

　
公
益
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
普
通
自

動
車
、
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
等
。

※
該
当
す
る
人
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
に
相
談
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〈
普
通
自
動
車
〉

　
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
0

　
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　
☎
0
2
7
・
2
6
3
・
4
3
4
3

〈
軽
自
動
車
〉

　
役
場
税
務
課
　
資
産
税
家
屋
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）

　 

　
　
　
　
　
　 
担
当
　
唐
澤
貴
子

　町では、平成21年度より四万・沢渡地区に光ケーブルを設置し、平成23年3
月1日の提供開始後、加入回線の4割の利用をいただいています。5割を目標とし
て整備がされてきましたので、多くの方のご加入・ご利用をお願いします。
加入方法・・・サービス提供業者（☎0120・55・6638）まで
　　　　　　問い合わせください。
問い合わせ
役場企画政策課　広報係　☎75・8846（直通）　担当　木暮浩志

■四万・沢渡地区の方にお知らせ
　光ブロードバンドの加入・利用をお願いします
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からのお知らせ

Ｊ
Ｒ
中
之
条
駅
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
一
時
利
用
駐
車
場
」
と
「
月
極
駐
車
場
」
が
あ
り
ま
す

北

南

　
町
で
は
、
駅
へ
の
送
迎
車
専
用
駐
車

場
の
ほ
か
、
主
に
出
張
や
買
い
物
、
旅

行
、
通
院
等
で
一
時
的
に
中
之
条
駅
を

利
用
す
る
た
め
の
「
一
時
利
用
駐
車

場
」
と
、
通
勤
・
通
学
の
た
め
の
「
月

極
駐
車
場
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
一
時
利
用
駐
車
場
」の
使
い
方

場
　
所
　

・
駅
北
送
迎
駐
車
場
の一部（
11
区
画
）

・
駅
南
月
極
駐
車
場
の一部（
9
区
画
）

利
用
料
金
　
1
日
2
0
0
円
（
1
日
の

単
位
は
午
前
0
時
か
ら
24
時
間
）

申
込
方
法

①
役
場
総
務
課
に
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
（
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
無

を
確
認
す
る
た
め
）

②
駐
車
の
際
は
、
「
旧
通
運
ビ
ル
」
の

正
面
入
り
口
に
備
え
つ
け
て
あ
る

「
一
時
利
用
駐
車
場
使
用
申
請
書
兼

領
収
証
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
料
金
と
共
に
「
受
付
投
入
箱
」

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
月
極
駐
車
場
」の
申
込
方
法

場
　
所
　

・
駅
北
駐
車
場
（
23
区
画
）
　
　

・
駅
南
駐
車
場
（
37
区
画
）

利
用
料
金
　

・
駅
北
　
月
額
4
、
0
0
0
円

　
　
　
（
学
生
2
、
5
0
0
円
）

・
駅
南
　
月
額
3
、
5
0
0
円

　
　
　
（
学
生
2
、
0
0
0
円
）

申
込
方
法
　

　
「
駅
南
（
北
）
駐
車
場
使
用
申
請

書
」
に
記
入
の
う
え
、
駐
車
場
使
用
契

約
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
役
場
総
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
免
許
証
、
学
生
証
、
駐
車
す

る
自
動
車
の
車
種
・
登
録
番
号
の
分
か

る
も
の

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
事
業
管
理
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
隆
一

JR 中之条駅

旧通運
ビル

月極駐車場
23区画

駅への送
迎車専用
駐車場
（23区画） 一時利用駐車場

11区画
〔送迎駐車場内〕

一時利用駐車場
9区画

〔駅南駐車場内〕
左（西側）５台
右（東側）４台

月極駐車場
37区画

旧通運ビルは、駅ロータ
リーに面する正面の扉を
開けて中に入ってくださ
い。中の机上に「申請書」
と「投入箱」があります。

【注意！】
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
町
の
農
地
の
多
く
は
、
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る
「
農
用
地

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
ま
ず
「
農
用
地
区

域
」
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
除
外
お
よ
び
編
入
の
申
請
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
除
外

や
編
入
の
可
否
を
判
断
す
る
協
議

会
は
原
則
と
し
て
年
一
回
し
か
開

催
さ
れ
ず
、
県
と
の
協
議
も
必
要

な
た
め
、
実
際
に
除
外
で
き
る
の

は
年
に
1
回
で
す
。

　
今
後
1
、
2
年
の
間
に
、
農
地

を
宅
地
や
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

た
り
植
林
を
す
る
な
ど
、
具
体
的

な
計
画
の
あ
る
人
は
、
地
番
と
面

積
を
確
認
の
う
え
役
場
農
林
課
で

除
外
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　

　
3
月
31
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
農
地
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
木
暮
和
夫

　
「
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」
は
、

5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
大
量
発

生
す
る
貝
類
で
す
。

　
防
除
は
、
水
辺
や
荒
廃
地
な
ど

の
除
草
を
行
っ
て
、
地
表
面
の
日

当
た
り
や
風
通
し
を
良
く
し
、
発

生
や
産
卵
を
抑
制
し
ま
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」

は
、
関
東
地
方
を
中
心
に
分
布
す

る
ヒ
ト
リ
ガ
科
の
蛾
で
、
サ
ク

ラ
、
ヤ
ナ
ギ
、
カ
キ
、
コ
ナ
ラ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
お
よ
そ
1
0
0
種
類

以
上
の
樹
木
に
害
を
及
ぼ
す
害
虫

で
す
。

　
孵
化
直
後
の
集
団
で
い
る
時

に
、
踏
み
潰
す
、
焼
く
な
ど
の
物

理
的
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
春
季
・
夏
季
に
薬

剤
散
布
で
の
防
除
を
行
う
行
政
区

に
は
、
動
力
噴
霧
機
の
貸
し
出
し

や
、
薬
剤
の
無
償
提
供
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
共
同
防
除
補
助
金
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
行
政
区
は
、
役
場
農

林
課
へ
予
約
・
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

予
約
開
始
日
　
4
月
1
日
（
水
）

注
意
事
項

・
動
力
噴
霧
機
の
燃
料
は
満
タ
ン

に
し
て
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
故
障
し
た
場
合
は
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。

・
農
薬
は
注
意
書
き
を
よ
く
読

み
、
建
物
や
農
作
物
に
飛
散
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
散
布
に
際
し
て
は
、
周
辺
住
民

へ
の
周
知
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
農
業
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
林
陽
祐

　
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い
る
ご
夫

婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
及
び
医
師
が
不

妊
治
療
と
認
め
た
一
般
不
妊
治
療

費
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
（
不

妊
治
療
の
た
め
の
検
査
費
用
も
含

み
ま
す
）
。

助
成
対
象
額

　
年
度
内
の
不
妊
治
療
費
の
自
己

負
担
額
の
2
分
の
1
で
す
。
他
の

助
成
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
助
成
額
を
引
い
た
額
の

2
分
の
1
で
す
（
い
ず
れ
も
千
円

未
満
切
り
捨
て
）
。

　
平
成
26
年
度
の
治
療
に
つ
い
て

は
、3
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
寛
子

　
年
度
末
や
年
度
始
め
は
転
勤
・

就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変
更
等

の
手
続
き
が
必
要
な
人
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）
の
受
付

や
関
連
す
る
届
出
が
で
き
る
よ
う

に
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
時

　
3
月
29
日
（
日
）
・

　
4
月
5
日
（
日
）

　
8
時
30
分
〜
12
時
30
分

注
意
事
項

　
取
り
扱
い
で
き
な
い
手
続
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
等
の

確
認
と
併
せ
て
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
日
は
、
18
時
15
分
ま

で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
　
住
民
戸
籍
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
1
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
湯
本
　
武

　
ふ
る
さ
と
納
税
者
（
希
望
者
の

み
）
へ
の
特
典
と
し
て
、
1
年
間

の
広
報
無
償
送
付
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
が
で
き
る
た
め
、
3
月
末
日
ま

で
の
納
税
者
を
も
っ
て
廃
止
し
ま

す
。

　
4
月
以
降
の
納
税
者
で
、
送
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
送
付
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課
　
広
報
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
福
田
由
香

農
振
農
用
地
区
域
の

除
外
・
編
入
申
請
は

3
月
31
日
ま
で

オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ・

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

防
除
を
お
願
い
し
ま
す

住
民
福
祉
課
の
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す

不
妊
治
療
費
の

助
成
を
し
て
い
ま
す

行
　
政

Information

ふ
る
さ
と
納
税
者
特
典
の

一部
を
変
更
し
ま
す

1
年
間
の
広
報
送
付
廃
止
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申
込
方
法

　
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
る

応
募
用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
3
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

総
務
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

学
校
教
育
係　

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当　
篠
原
千
登
世

日
　
時　
4
月
13
日
〜
9
月
18
日

　
　
　
　
週
2
回（
月
・
金
曜
日
）

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

会
　
場　
役
場

費
　
用　
3
、
2
4
0
円

　
　
テ
キ
ス
ト
代
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）

対
象
者　
手
話
に
興
味
が
あ
る
初

心
者
の
人

申
込
方
法　
4
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
食
味
値
の
高
い
お
い
し
い
米
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
方
法　
3
月
19
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
3
月
24
日
（
火
）
15

時
か
ら
役
場
2
階
第
3
会
議
室
で

行
わ
れ
る
総
会
へ
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
農
業
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
中　
博

　
町
や
吾
妻
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る

講
座
で
す
。

　
今
回
は「
ガ
イ
ド
が
解
説・上
州

真
田
道
散
策
」を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　
4
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
中
之
条
駅

募
集
定
員　
40
名
（
先
着
順
）

会
　
費　
1
、
5
0
0
円
（
真
田

め
し
弁
当
、
真
田
グ
ッ
ズ
付
）

申
込
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
町
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内 

上
州
真
田

道
推
進
会
議

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
9
5
2

　
　
　
　
　
FAX
7
5
・
5
0
1
9

　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
で
、

生
の
落
語
や
漫
才
を
堪
能
く
だ
さ

い
。
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
中
の
実
力

派
漫
才
コ
ン
ビ
「
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
3
号
」
の
関
太
さ
ん
（
六
合
出

身
）
も
出
演
し
ま
す
。

開
催
日　
3
月
14
日
（
土
）

開
　
演　
14
時（
13
時
30
分
開
場
）

会
　
場　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
町
文
化
会
館
）
大
ホ
ー
ル

出
　
演　
三
遊
亭
竜
楽
（
落
語

家
、
真
打
）
、
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

3
号
、
桂
夏
丸
（
落
語
家
、
二
ツ

目
）
、
三
遊
亭
好
の
助
（
落
語

家
、
二
ツ
目
）

瀧
川
鯉
○
（
落
語
家
、
前
座
）

入
場
料　
前
売
り
1
、
0
0
0
円

　
　
　
　
当
日　
1
、
2
0
0
円

※
前
売
券
は
、
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化

ホ
ー
ル
、
役
場
、
六
合
支
所
、

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
各
後
援
団
体

で
販
売
。
（
全
席
自
由
席
）

問
い
合
わ
せ　

　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
1
7
4

テ
ー
マ　
「
乳
が
ん
と
共
に
生
き

る
」
〜
私
が
抱
え
て
き
た
想
い
や

叫
び
〜

日
　
時　
4
月
4
日（
土
）14
時
〜

場
　
所　
役
場
大
会
議
室

内
　
容　

①
講
演　
「
癌
と
向
き
あ
う
：
生

き
る
た
め
の
乳
が
ん
」

　
講
師　
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
青

木
美
保
さ
ん

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
乳
が
ん
体
験
者
こ
ん
な
と
き
？
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト　
原
町
赤
十
字
病

院
、
乳
が
ん
患
者
会
「
卯
の
花

会
」
ほ
か

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

　
原
町
赤
十
字
病
院
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
6
8
・
0
5
5
0

日
　
時　
3
月
22
日（
日
）14
時
〜

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

内
　
容

①
講
演
「
脳
卒
中
と
そ
の
予
防
」

　
講
師　
山
田
聖
一
医
師

②
脳
卒
中
体
験
・
体
操

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
3
月
15
日
（
日
）
ま

で
に
電
話
、フ
ァッ
ク
ス
、メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
内
）

　
　
　
　
　
☎
6
6
・
2
1
2
1

　
　
　
　
　
FAX
6
6
・
2
9
0
0

　

  gunreha@
reha.gunm

a.jp

職
員
募
集

S
T
O
P 

脳
卒
中
！

〜
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も

で
き
る
〜

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

催
　
し

吾
妻
郡

が
ん
市
民
セ
ミ
ナ
ー

幼
稚
園・保
育
所・六
合

こ
ど
も
園
臨
時
職
員

募
　
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編・基
礎
編

町
お
い
し
い
米
づ
く
り

研
究
会
会
員
募
集

第
6
回
　

な
か
ん
じ
ょ
寄
席

資　格

勤務時間

賃金（日額）

雇用期間
募集人数

フルタイム勤務保育士

8時30分～17時15分
（変則週38時間45分）

7，541円
＋通勤手当相当額

5人
4月1日（水）～平成28年1月31日（日）

1人

保育士免許・幼稚園教諭免許（いずれか一方でも可） 

4月1日（水）～平成28年3月31日（木）

パートタイム教諭

9時30分～13時30分
（週20時間）
3，892円

＋通勤手当相当額

1人

ふ
と
し



Information

～わが町の文化財～

秋葉信仰の祭りと集い
ふるさと
再発見
〈230〉

　
こ
の
大
会
は
、
昨
年
か
ら
美
野

原
花
マ
ラ
ソ
ン
に
名
称
を
改
め
、

花
の
駅
美
野
原
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
一
般
の
部
の
10
㎞

部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

日
　
時　
4
月
29
日
（
祝
）

　
　
　
　
9
時
ス
タ
ー
ト

受
　
付　
7
時
20
分
〜
8
時
20
分

開
会
式　
8
時
30
分
〜

会
　
場　
花
の
駅
美
野
原

参
加
資
格　
各
部
門
の
対
象
に
該

当
し
て
い
て
、
健
康
に
自
信
の
あ

る
人

部
　
門

親
子
の
部
（
5
0
0
ｍ
・
1

㎞
）
、
小
学
生
の
部
（
7
0
0

ｍ
・
1
㎞
・
2
㎞
）
、
中
学
生
の

部
（
3
㎞
）
、
一
般
の
部
（
3

㎞
・
10
㎞
）
。
詳
細
は
、
毎
戸
に

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
は
役
場
、

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
六
合
支
所
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

参
加
費　
町
民
は
無
料
。
町
外
者

は
中
学
生
以
下
一
人
5
0
0
円
、

高
校
生
以
上一人
1
、0
0
0
円
。

申
込
方
法　
チ
ラ
シ
に
付
随
す
る

参
加
申
込
書
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
ま

た
は
各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
一
般
の
部
は
、
3
月

27
日
（
金
）
。
小
中
学
生
、
親
子

の
部
は
、
4
月
10
日
（
金
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
ツ

イ
ン
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
萩
原
治
長

対
　
象　
小
学
生

日
　
時　
4
月
5
日
（
日
）
か
ら

毎
週
日
曜
日
。

　
　
　
　
9
時
〜
11
時
30
分

場
　
所　
町
民
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
河
川
敷
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
2
8
4

　
　
　
　
　
　
　
小
渕
光
夫
さ
ん
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第
2
回

美
野
原
花
マ
ラ
ソ
ン

中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
左
の
写
真
は
横
尾
長
久
保
、
秋
葉
山
頂
で
行
う

祭
り
の
神
事
で
、
右
は
青
山
下
組
、
秋
葉
講
の
集

い
で
、
秋
葉
神
社
の
掛
軸
も
見
え
ま
す
。

　
秋
葉
原
と
聞
け
ば
、
若
い
方
は
人
気
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
の
街
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い
ま
す
。
年
齢
が
上
の
方
は
、

秋
葉
原
駅
周
辺
に
多
い
電
気
製
品
の
小
売
店
が
集

ま
る
電
気
街
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
恐
い
も
の
を
「
地
震　
雷　
火
事　
親
父
」
と

例
え
た
時
代
、
火
防
（
火
伏
せ
）
の
神
は
大
切
な

存
在
で
し
た
。
各
地
に
祀
る
火
防
の
神
で
、
特
に

静
岡
県
北
部
山
中
の
秋
葉
神
社
と
、
京
都
府
の
愛

宕
神
社
が
有
名
で
す
。

　
前
述
の
秋
葉
原
付
近
は
、
明
治
二
年
に
大
火
に

遭
い
、
火
除
け
地
を
設
け
鎮
火
神
社
を
祀
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
々
は
著
名
な
火
防
の
神
秋
葉
神

社
を
親
し
み
、
秋
葉
社
と
改
名
し
ま
し
た
。
付
近

は
秋
葉
ッ
原
と
呼
ば
れ
、
今
の
名
が
定
着
し
た
そ

う
で
す
。

　
『
中
之
条
町
の
地
名
』
に
は
、
ア
キ
バ
（
ア
キ

ヤ
）
の
付
く
所
が
12
ヶ
所
、
ア
タ
ゴ
が
7
ヶ
所
、

他
に
埼
玉
県
秩
父
の
三
峯
神
社
も
火
防
で
知
ら
れ
、

ミ
ツ
ミ
ネ
が
付
く
所
が
7
ヶ
所
あ
り
、
集
落
で
は

火
災
を
恐
れ
火
防
の
神
を
勧
請
し
た
よ
う
で
す
。

　
町
内
で
行
う
秋
葉
神
社
の
祭
り
や
講
を
紹
介
し

ま
す
。
横
尾
長
久
保
で
は
、
秋
葉
山
頂
に
秋
葉
神

社
の
石
祠
を
祀
り
ま
す
。
祭
り
は
1
月
24
日
で
、

以
前
は
秋
葉
山
麓
の
5
軒
が
交
代
で
宿
を
務
め
ま

し
た
。
祭
り
の
日
は
、
集
落
の
方
々
が
宿
に
集
ま

り
、
赤
飯
や
焼
き
目
刺
し
類
を
い
た
だ
い
た
そ
う

で
す
。
今
は
24
日
前
後
の
休
日
に
祭
り
を
行
い
、

集
落
の
役
員
は
お
札
や
笠
鉾
、
行
灯
張
り
を
し
て

祭
り
に
備
え
ま
す
。
宵
祭
り
に
は
参
道
に
置
い
た

行
灯
を
灯
し
、
祭
り
の
日
は
、
神
職
と
役
員
が
登

山
し
、
集
落
の
平
穏
を
願
う
神
事
を
行
い
ま
す
。

終
了
後
、
笠
鉾
を
飾
っ
た
集
会
所
に
住
民
が
集
ま

り
、
お
札
を
受
け
、
懇
親
を
兼
ね
た
直
会
を
行
い

ま
す
。
当
地
で
は
厄
年
の
厄
払
い
は
ド
ン
ド
焼
き

の
際
で
は
な
く
、
秋
葉
社
の
祭
り
の
日
に
ミ
カ
ン

等
を
配
っ
て
厄
払
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
字
青
山
に
は
秋
葉
山
組
と
呼
ぶ
講
が
数
組
あ

り
、
そ
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
下
組
の
あ
る
講

は
、
10
月
か
ら
4
月
の
毎
月
17
日
、
宿
に
集
ま
り

行
い
ま
す
。
夕
食
後
の
19
時
頃
、
季
節
の
花
が
飾

ら
れ
た
「
秋
葉
神
社
」
の
掛
軸
前
で
線
香
を
上
げ

拝
み
ま
す
。
そ
の
後
、
お
茶
と
宿
手
作
り
の
煮
染

め
料
理
等
を
い
た
だ
き
、
農
業
談
義
等
の
世
間
話

で
一
時
を
過
ご
し
ま
す
。
席
で
は
悪
口
は
タ
ブ
ー

で
、
酒
は
出
ず
、
22
時
頃
が
お
開
き
で
す
。

　
昔
、
当
地
か
ら
伊
勢
参
り
に
行
っ
た
方
が
帰
り

に
火
防
の
神
秋
葉
神
社
に
寄
り
、
当
地
に
勧
請
し

た
よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
詳
で
す
。
普
通
、
近

隣
で
講
を
結
成
し
ま
す
が
、
こ
の
講
は
農
家
が
主

で
、
家
々
が
離
れ
、
苗
字
も
様
々
で
す
。
古
老
は

伊
勢
参
り
の
人
に
、
草
鞋
銭
（
お
餞
別
）
を
渡
し

た
仲
間
で
結
成
し
た
と
語
り
ま
す
。
神
仏
習
合
時

代
の
名
残
か
、
神
社
の
掛
軸
前
で
線
香
を
あ
げ
る

こ
と
が
特
色
で
す
。
昔
か
ら
の
縁
で
、
講
員
は
隣

保
班
同
様
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
火
防
の
神
は
大
岩
の
秋
葉
山
の
よ
う
に
、
多
く

は
集
落
を
一
望
で
き
る
山
頂
等
に
祀
り
、
今
も
住

民
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
専
門
委
員　
田
村
正
勝

ひ
ぶ
せ

な
お
ら
い

わ
ら
じ

き
ず
な

あ

た
ご

ス
ポ
ー
ツ
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電動歯ブラシはいいの？

健 康康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

3月の当番医

1日㈰
（６８）０３５５
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

くりはら医院
嬬恋村診療所

21日㈷

（６４）２１３６
（９７）３８００

内科

外科
夜間

四万診療所
桜井クリニック

（６８）２７１１日赤

（７５）３０５５吾妻さくら （７５）３０５５吾妻さくら（６８）２７１１日赤
8日㈰

（５９）３０１０
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

東吾妻町診療所
草津こまくさ病院 15日㈰

（７５）３３５０
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

田島病院
長野原診療所

（７５）３０５５吾妻さくら
29日㈰

（７６）３４３５
（82）2188

内科

外科
夜間

しまだ医院
長生病院

（８３）７１１１西吾妻福祉病院
22日㈰

（６８）２１０３
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

加地医院
草津温泉松岡医院

3月　六合診療所　外来診療医師

　
「
電
動
歯
ブ
ラ
シ
と
普
通
の
歯

ブ
ラ
シ
は
ど
ち
ら
の
方
が
良
い
の

か
？
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け

ま
す
が
、
結
論
か
ら
言
い
ま
す

と
、
一
概
に
ど
ち
ら
が
い
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
に
も
長

所
・
短
所
が
あ
り
ま
す
し
、
好
み

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
普
通
の
歯
ブ
ラ
シ
で
良
く
磨
け

る
人
は
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ

て
も
よ
く
磨
け
る
よ
う
で
す
が
、

普
通
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
こ
な
せ

な
い
人
は
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
も
使

い
こ
な
せ
な
い
よ
う
で
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
最
も
重
要
な
の
は
、

磨
く
べ
き
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と
毛

先
が
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
毛
先
を
正
確
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
て
、
初
め
て
電
動

歯
ブ
ラ
シ
も
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
を
小
刻
み
に
動
か
す
の

が
苦
手
な
人
、
歯
並
び
を
直
す
矯
正

装
置
を
使
用
中
の
人
、
口
腔
ケ
ア
を

行
う
介
護
を
す
る
人
な
ど
に
、
電
動

歯
ブ
ラ
シ
は
特
に
有
用
で
し
ょ
う
。

　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
う
ち
、
音
波
、

超
音
波
ブ
ラ
シ
は
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
等
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
使

用
を
控
え
て
下
さ
い
。
電
動
歯
ブ
ラ

シ
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
六
合
診
療
所
　
歯
科
　
林
　
豊

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。

出張診療（括弧内は担当医師）

4日
11日
18日
25日

午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

876542 3

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

15141312119 10

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

222120191816 17

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

292827262523 24

藤原高瀬午前

休診午後 休診

30 31

休診午前

休診午後

1

田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）

赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）
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Information

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，399
8，497
8，902
6，891

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２7年2月１日現在

窓口窓口

ー336

ー129

ー207

ー58

ー13.

ー3.

ー10.

13.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

　町では、お母さんが安心して出産できますよう、予定医療機関近隣の宿泊施設等に宿泊して出産を待機する
ような場合の宿泊費や、宿泊地から医療機関までの交通費を補助します。
《対象者》
　当該妊婦及びその配偶者、並びに一親等（父母・子）の方
《補助額》
　・宿泊費
　　1泊5,000円を上限として7泊分まで　
　・交通費
　　5,000円を上限として1回まで（宿泊先から医療機関までの公共交通機関を利用した費用）
《申　請》
　申請の際は、母子保健手帳、領収書、認印、振込先金融機関の口座番号がわかるカード・通帳等を持参し、
保健センター又は六合支所で申請してください。

安心出産サポート事業安心出産サポート事業安心出産サポート事業安心出産サポート事業

問い合わせ 役場保健環境課　健康係　☎75・8833（直通）　担当　篠原寛子

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は、印刷版の広報に掲載しています

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は、印刷版の広報に掲載しています
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇町へ
　・金50,000円 町グラウンドゴルフ協会様

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

3
（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

4月2日（木） 博物館休館日
4月5日（日） 住民福祉課日曜日窓口開設（8時30分～12時30分）
4月6日（月） 文化会館休館日・教習所休所日・ 図書館休館日
※各種相談日の日程は、19ページ相談ガイドをご覧ください。
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休

休

休

休

休

休

管内幼稚園修了式

名久田小学校閉校式
管内保育所修了式

9～10か月児健診（受付：13時15分～13時45分）

博物館ミュゼによる歴史講座（1回目）
（10時～、ミュゼ研修室）

住民福祉課日曜日窓口開設（8時30分～12時30分）
※取扱事務は、転入・転出などに伴う届出・手続き
岩本太々神楽（岩本諏訪神社）
博物館ミュゼによる歴史講座（2回目）（10時～、ミュゼ研修室）

沢田小学校閉校式
管内小・中学校修了式
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（水痘）（受付：13時～13時30分）

管内小学校卒業式
2歳児歯科健診（受付：13時～13時20分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時30分～13時45分）

4か月児健診（受付：13時～13時20分）
6か月児相談・BCG接種（受付：13時30分～13時45分）

公共料金納期限

公共料金納期限

1歳6か月児健診（受付：13時15分～13時45分）

六合こども園修了式

春分の日
平獅子舞（平毘沙門天）

夜回り先生こと水谷修先生 いのちの授業「あした、
笑顔になあれ」（14時～、バイテック文化ホール）
西中之条太々神楽・獅子舞（柴宮神社）

藻谷浩介さん講演会（13時30分～、ツインプラザ）
第13回町民ボウリング大会（沼田ボウル）
歴史と民俗の博物館ミュゼ企画展（～3月15日）

六合芸能発表会（10時～、六合支所）

管内中学校卒業式

第6回なかんじょ寄席（14時～、バイテック文化ホール）

予防接種（ヒブ）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（四種混合）（受付：14時～14時30分）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休 休

休

休 休

休 休

休

休

休

休 休

休 休



発酵食のレシピ●35

芋がら100g / 舞茸2パック / パクチー(なければセリ)20g / 魚醤(ナンプラー)適宜 / 太白ごま油大1 / 一味適宜

芋がらの魚醤和え
①芋がらは洗って汚れを落とし、3センチ幅に切る。舞茸は芋がら
と大きさを揃えて手で割く。パクチーは1センチ幅に切る。
②鍋にたっぷりの水と芋がらを入れて火にかける。沸騰したら中
火にし、芋がらが柔らかくなるまで湯がき、ザルに上げて冷水に
さらす。芋がらが冷めたら水気を切ってよく絞る。
③舞茸もたっぷりの湯で湯がき、ザルに上げて冷水にはさらさず
そのまま冷ます。舞茸の身が崩れないようにキッチンペーパー
で水気を拭き取る。
④湯がいた芋がらと舞茸、刻んだパクチーをボールに入れてごま
油を加え、魚醤を少しずつ加えて味を整える。
⑤器に盛り、一味を振ってできあがり。

Information
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作り方

材料

※健康診査と予防接種の日程は、18ページ3月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室3月12日（木）　13時～17時

（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課3月11日（水）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

行政相談 （行政相談委員） 役場第2会議室3月16日（月）
13時～15時

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室3月11日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室3月2日（月）・16日（月）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員等）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合温泉医療センター3月11日（水）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所3月19日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談（消費生活コンサル
タント・消費生活専門相談員）消費生活相談 郡消費生活センター

☎75-1166



スポーツ指導者講習会

　2月1日、町スポーツ推進委員会主催のスポーツ指導者講
習会がツインプラザで開催され、町内のスポーツ指導者など
34名が参加しました。講師には株式会社アシックスジャパ
ンの堀口幸雄さんを招き、テーピングの種類や使い方を学ん
だ後、2人1組になっての実践練習を行い、正しいテーピン
グ技術の習得を目指しました。
　参加者からは、「今日学んだことを忘れないように家に帰
ってからもう一度復習したい」「定期的に講習会を開催して
ほしい」などの声が聞かれました。

小・中学生の「人権標語」を紹介します
　町では、毎年町内の小・中学生を対象に『人権標語』を募集しています。
　次代を担う小・中学生に人権尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身に付け
てもらうことを目的としています。入賞作品と入賞者を紹介します（敬称略）。

なかのじょう H２7.2 No.６34

ュースと だいニュースとわだい
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テーピングの巻き方を実践
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蜂須賀千代のさん▷
大正4年1月24日生　

おめでとうございます　
蜂須賀千代のさん　満100歳を迎えました

第22回生涯学習推進大会
中之条キラキラ学ぶフェスティバル

　蜂須賀さんは、町内の施設で療養しています。
　誕生日には4世代の家族が集まり、施設の皆さんと一緒にお祝いをしました。
普段は他に入所されている皆さんと楽しい毎日を過ごされています。
　お孫さんや曾孫さんの顔を見るのが楽しみだそうです。

　1月18日に開催されたこの大会は、町民の皆さんに、生き甲斐づ
くりへの新しい一歩を踏み出すきっかけを作ってもらうため、中之
条大学が開催しているもので、様々な分野のステージ発表や作品展
示が行われました。
　写真は、学びんピック中之条で優秀賞を受賞した中之条小5年大
竹柾さん（左）と、名久田小6年森田唯月さん（右）の朗読。

1月26日は「文化財防火デー」
消防団による放水消火訓練

　昭和24年1月26日に、世界最古の木造建造物である法隆寺（奈
良県）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことにより制定された「文
化財防火デー」。
　町では、国、県、町指定等の文化財が101件ありますが、毎年4
か所で消防団による放水消火訓練が行われます。県指定重要文化財
の旧吾妻第三小学校（第1分団）、国指定重要文化財の冨沢家住宅
（第3分団）、国指定重要文化財の日向見薬師堂（第2分団）、国
重要伝統的建造物群保存地区の赤岩地区（第5分団）でそれぞれ行
われました。　

なかのじょう H２7.2 No.６3419 なかのじょう H２7.3 No.６3521

旧吾妻第三小学校

冨沢家住宅 日向見薬師堂 重伝建の赤岩地区
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《個人戦》
【低学年の部】
優　勝　山田柚葵（六合小）
準優勝　大場将翔（沢田小）
第３位　山田愛桜（中之条小）

【高学年の部】
優　勝　竹和　凜（中之条小）
準優勝　篠原伶奈（中之条小）

《団体戦》
【低学年の部】
優　勝　ファイヤーズ（沢田小）　剱持誠寿・木暮香綾・飯塚怜音・飯塚心愛
準優勝　パープル（沢田小）　　　三村世奈・一場葉凪・斎藤姫乃・山本菜月
第３位　ゴンザレス3（沢田小）　 関　聖也・篠原洸太・安原佑真・唐沢　練

【高学年の部】
優　勝　ハピネス（沢田小）　　　本多涼夏・関　佳穂・田村六花・柏原そら
準優勝　ポップコーン（沢田小）　青栁　紬・唐澤七生・関本真姫・町田えり
第３位　六合小Ｂ（六合小）　　　山田向葵・篠原果林・黒岩登夢

《個人戦》
【低学年の部】
第６位　山田柚葵

【高学年の部】
優　勝　竹和　凜

《団体戦》
【低学年の部】
第５位　沢田地区子ども会Ａ　　　剱持誠寿・木暮香綾・飯塚怜音・飯塚心愛

【高学年の部】
第５位　沢田地区子ども会Ａ　　　本多涼夏・関　佳穂・田村六花・柏原そら
第６位　沢田地区子ども会Ｂ　　　青栁　紬・唐澤七生・黒﨑慶奈・町田えり

《個人戦》
【高学年の部】　　予選リーグ　第5位

第32回中之条町上毛かるた大会

　1月10日にツインプラザ交流ホールで開催された恒例の上毛
かるた大会の結果をお知らせします。（敬称略）
　なお、参加者は133名でした。

　高学年個人の部で優勝した竹和凜さんは、吾妻郡代表
として県大会（2月11日、ぐんま武道館）に出場しまし
た。結果は次のとおりです。

第68回上毛かるた競技
吾妻地区大会

　町の大会の優勝と準優勝の選手は、吾妻地区大会（1月31
日、東吾妻町コンベンションホール）に町代表として出場しま
した。その主な結果をお知らせします。（敬称略）

吾妻地区大会で優勝トロフィーと賞状を手にする竹和凜さん

第68回上毛かるた競技
県大会
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　11月8日に渋川市総合公園陸上競技場で開
催された県中学校総合体育大会で見事準優勝
を収めた中之条中学校。
　県代表として出場した第23回関東中学校駅
伝競走大会（11月30日、東京都）でも、第4
位入賞という素晴らしい成績を収めました。
　今後のますますの活躍を期待しています。

　3月26日～28日に三重県伊勢市で行われる【第26回都道府県
対抗全日本中学生ソフトテニス大会】に中之条中2年唐澤ひなの
さん、1年竹和華さん、保科知里さんが県の選抜メンバーに選ば
れ出場します。唐澤さん、竹和さん、保科さんの健闘をお祈り
します。

中之条中学校駅伝部
関東大会第4位入賞

頑張ってます！ 「中之条人」
中学生の活躍を紹介

部活動などですばらしい活躍を見せている中之条町の中
学生。一部ですが、その頑張りを紹介します。
（全国大会出場者のみ　敬称略）

■選手紹介（敬称略）　左から、清水琢馬、上原隆之介、土屋陸玖、篠原謙太、飯塚那智、福原広大、水出築、永井大生、唐澤康太

△左から、竹和華さん、唐澤ひなのさん、保科知里さん

◁浦　侑穂さん

◁飯塚那智さん（左）、福原広大さん（右）

【第41回全日本中学校陸上競技選手権大会】
　（8月17日～20日　香川県丸亀市）
　◎飯塚　那智（中之条中学校3年）
　　☆共通男子3,000m　　決勝第4位　 記録8分47秒42
　　☆共通男子1,500m　　予選　　　　記録4分19秒28
　◎福原　広大（中之条中学校3年）
　　☆共通男子3,000m　　予選　　　　記録9分02秒32
　　☆共通男子1,500m　　予選　　　　記録4分11秒58
【第20回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会】
　（1月18日　広島市）
　◎福原　広大（中之条中学校3年）
　　群馬県チーム　　　　　第4位　記録2時間20分25秒

【ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2014
　平成26年度全日本卓球選手権大会カデットの部】
　（11月1日～3日　滋賀県大津市）
　◎浦　侑穂（中之条中学校2年）
　　☆種目　14歳以下女子シングルス　1回戦
　　☆種目　女子ダブルス　　　　　 　2回戦進出

結果報告に町長を訪問した選手の皆さん
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蚕スカーフ　50枚寄贈天

域おこし協力隊員を
募集します地

　全国一の収穫量を誇る天蚕農家
を営む登坂昭夫さん（山田・登坂
工房）から町へ天蚕糸で織られた
スカーフ50枚が寄贈されました。
　来年度は花と緑のぐんまづくり
の開催や町制施行60周年、六合村
との合併5周年の節目の年にあた
り、イベントが多数開催される予
定です。それらのイベントにおい
て、来場者を出迎える女性職員に
身につけてもらうなど、大切に活
用していきます。

　新たな担い手として、都市部から意欲のある人を受
け入れ、地域を活性化するために「地域おこし協力隊
員」を募集します。
【業務概要】
■地域づくり推進活動
・独創的、個性的なまちづくりを行うための事務
・文化芸術や地域資源を素材として活用する取り組み
■観光振興活動
・イメージキャラクター活用事業
【募集対象】
・20歳以上40歳未満の健康な人
・都市地域から中之条町に転入する人
・普通自動車運転免許を取得していて運転に慣れてい
る人（ペーパードライバー・ＡＴ限定不可）
・パソコンをメールのやりとり等で日常的に使用して
いる人（エクセル・ワードが使える人）
・芸術、文化、地域おこしに興味のある人
・地域おこしに意欲と情熱があり、地域住民等と積極
的に協働ができる人　　

【募集人員】　2名
【処　　遇】
・給　　与　20万円　社会保険加入
・勤務時間　8時30分～17時15分
　　　　　（勤務内容により、時間外・休日勤務あり）
・休　　日　土日祝日、年末年始、有給・特別休暇有
・委嘱期間　4月1日（水）～平成28年3月31日（木）
　　　　　　（最長3年間）

・身　　分　中之条町役場企画政策課　嘱託職員
・住 居 等　車、住宅は、町で用意します。
　　　　　　（ただし、光熱水費、ガソリン代等生活に
　　　　　　かかる費用は自己負担）
【提出書類】
①町ホームページにアップロードしてある応募用紙に
必要事項を記入したもの
②作文（町おこしや地域おこしにかける意気込みや提
案など、形式・文字数不問）

【選　　考】
一次選考（書類審査）→二次選考（面接）
【応募方法】
　3月20日（金）までに、提出書類を下記へ郵送して
ください。
　〒377-0494　群馬県吾妻郡中之条町大字中之条町
　1091番地　中之条町役場企画政策課
※詳しくは町ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
　役場企画政策課　政策係
　☎75・8802（直通）　担当　安原克規

登坂昭夫さん（右） ▷

△ 天蚕スカーフ

高山村の地域おこし協力隊員の活動
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5回雅楽の祭典
巫女舞を初披露しました第

　1月25日、今年で5回目となる町郷土
芸能保存会による「雅楽の祭典」が、
ツインプラザ交流ホールで開催されま
した。
　今回は、管弦による優雅な音色の演
奏に加え、巫女舞を初披露。祭典に華
が添えられました。
　中之条伊勢宮芸能保存会、親都神社
芸能保存会、伊勢町郷土芸能保存会、
六合雅楽保存会が出演したほか、東雲
会（しののめかい）による箏や尺八の
演奏が行われました。来場者は、ひと
時の伝統芸能の世界を楽しみました。

合に伝わる伝統食「しみどうふ」六
　冬の風物詩として寒さの厳しい地方に伝わる「しみどうふ
（凍豆腐、氷豆腐）」。凍らせた豆腐を天日干しして完全に
水分を抜いて作る保存食として知られています。町内では、
六合地区で明治12年に「氷豆腐」がつくられていた記録があ
り、古くから伝わる伝統食でもあることが分かります。
　かつて、六合地区が冬住みの里として、冬の間だけ草津の
人たちが移り住んでいた頃には、氷豆腐づくりが冬季の産業
の一つとされていました。また、「耆老会（＊）」という名で開催
されていた敬老会には、献立として凍豆腐が使われていました。
　現在も六合地区では12月から2月にかけて作られていて、
「かぶのみそ汁」や「おでん」に入れるなど、多彩な料理で
親しまれています。（＊耆…60歳。老…70歳。）

〔協力　喜久豆腐店〕

伊勢町郷土芸能保存会の女性舞人伊勢町郷土芸能保存会の女性舞人

90秒ほどで1連（16個）を編み上げる職人技90秒ほどで1連（16個）を編み上げる職人技天日干しをして、できあがるまでには2週間程度かか
ります
天日干しをして、できあがるまでには2週間程度かか
ります

きろうかい

き
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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巨木百景は今月号で
　　　　　　終了します　
　ご愛読いただき、ありがとうご
ざいました。
　来月号からは、「花」情報をお
届けします。

　春分の日を前後して、町内各地の神社などでさまざまなお祭りが行われます。
太々神楽や獅子舞が奉納され、一年の五穀豊穣や無病息災を祈ります。お餅投げが
行われるなど、それぞれのお祭りごとに楽しみがあります。地域ごとに根付いた伝
統芸能を見学する良い機会です。
3月15日（日）10:00～西中之条太々神楽、西中之条獅子舞〔西中之条 柴宮神社〕
3月21日（土）11:00～平獅子舞〔平 毘沙門天〕
3月29日（日）10:00～岩本太々神楽〔岩本 諏訪神社〕
4月 1日（水）11:00～高津太々神楽〔横尾 吾妻神社〕　13:00～大塚獅子舞〔横尾 吾妻神社〕
4月 3日（金）10:30～伊勢町太々神楽〔伊勢町 伊勢宮〕
4月 5日（日） 8:00～日影獅子舞〔日影 八幡から〕 9:00～山田獅子舞・山田太々神楽〔山田 吾嬬神社〕
　　　　　　　10:00～蟻川太々神楽〔蟻川 熊野神社〕
4月12日（日）10:00～下沢渡太々神楽〔下沢渡 諏訪神社〕 11:00～高津太々神楽〔横尾 石食稲荷〕

No.12　3月～4月中旬に行われる太々神楽、獅子舞

見学・体験ツアーの
参加者を募集中！
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ん

岩本太々神楽岩本太々神楽

日影獅子舞日影獅子舞




